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クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅳ

脱皮周期，両眼柄結紫条件および無給餌条

件等とＰＡＳ陽性物質量との相関性の検討
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Abstract

ＴｈｅｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｓｗｅｒｅｃａｒｒｉｅｄｏｎｔｈｅｉｎＨｕｅｎｃｅｓｏｆｍｏｌｔｉｎｇ，eyestalksligationand
keepingwitｈｎｏｆｏｏｄｔｏｔｈｅＰＡＳ－ｃｅｌｌｓｏｆｔｈｅｖｅｎｔro-posteriorganglioncellsgroupｉｎｔｈｅ
ｐｒａｗｎ、

Ｔｈｅｍｏｌｔｉｎｇｃｙｃｌｅｗａｓｄｉｖｉｄｅｄｉｎｔｏ３ｓｔａｇｅｓ；ｐｒｅ－，post-andinter-molts・ＴｈｅＰＡＳ－
ｐｏｓｉｔｉｖｅｇｒａｎｕｌｅｓｉｎｔｈｅｃｅllswere，ｔｈｅｎ，comparedquantitativelyinthosestages・Eyestalks
ligationwasundertakenｉｎｏｒｄｅｒｔｏｒｅｍｏｖｅｔｈｅｉｎＨｕｅｎｃｅｏｆｔｈex-organ-smusgland
complex・Analyticalprocedureswereallidenticalwiththeprevlousreport=、1．
ＴｈｅｑｕａｎｔitativeVarlancesofthegranuleswｅｒｅｎｏｔｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎｔｈｅｃｅｌｌｓａｔａｎｙ
ｍoltingstage，ｎｏｒｉｎｔｈｅｅｙｅｓｔａｌｋｓｌｉｇａｔｅｄ・Ｉｎｔｈｅｆｅｍａｌｅｓｏｆｔｈｅｌａｔｔｅｒｇｒｏｕｐ，however，
ｔｈｅｏｖａｒｉｅｓｓｈｏｗｅｄｒｅｍａｒｋａｂｌｅdevelopment、Ｉｔｓｅｅｍｓ，therefore，ｔｈａｔｔｈｅｒｅｌｓｎｏｃｏｒｒｅｌａ－
ｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅＰＡＳ－ｃｅｌｌｓａｎｄｍｏｌｔｉｎｇｎｏｒｅyestalks・Theeyestalksmightbeinhibitive
toovarlandevelopment・

Ｕｎｄｅｒｔｈｅｎｏｆｏｏｄｃｏｎｄｉｔｉｏｎ，especiallyinthefemales，thecellsshowedadistict
increaseofthegranules、ＩｔｍａｙｉｎｄｉｃａｔｅｔｈａｔｔｈｅＰＡＳ－ｃｅｌｌｓｈaveacertainrelationship
withsomenutritionalconditions，ａｌｔｈｏｕｇｈｎｏｒｅａｓｏｎ１ｓｕｎｄｅｒｓｔｏｏｄ，ａｔｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔ，why
thefemaleswereaffectedmoreseverelythanthemales．

甲殻類の神経分泌現象は主に十脚目の眼柄内Ｘ器官一サイナス腺系を対象として，ＥＮＡＭＩ１)，
PAssANo2’3)，BLIssandWELsHい，CARLIsLE5)等により，組織学的研究がなされ，また当該神経
分泌系が十脚目の生理的機構の上に占める重要性が，色素拡散収縮作用，脱皮および卵巣発達の抑
制作用，水分，糖質およびカルシウム代謝また呼吸代謝等における生理的意義に関して，ABRAMO‐
WlTZ等6)7)，BROWN等s)9)，PANOUSE10)11)，PASSANO等'2)13)ﾙ'，BLISS'5)，CARLISLE等'6)'7j'8)'9)20）
TAKEwAKI等21)，松本22)，EcHALIER23)24)，DuRAND25)，ADIYoDI等26)の器官摘除，抽出注射｡，摘
出移植等の方法により解明されたが，著者27)28)が先に報告したクルマエビのＰＡＳ陽性穎粒に関し
ては，なお未詳の課題である．今回は，当該物質を有する神経細胞（ＰＡＳ細胞）と脱皮および重要
な神経内分泌器官を内蔵する眼柄とに関する生理的関連性の有無を検討した．また代謝生理上，マ

瀧鹿児島大学水産学部増殖生理学研究室（Lab・ofPmpagationPhysiology，Fac・ｏｆFisheries，Ｔｈｅ
Univ・ofKagoshima，Kagoshima，Japan）
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イナスの要因となる無給餌条件との関連も調べた‘

実験方法

脱皮に関する実験設定：従来，脱皮周期の区分けにはDRAcH29)30)，ScHEER31)，SKINNER32)，
KuRup33〉等による，殻組織を基準とした分類がある．著者はDRAc豆30）の溝泳亜目に関する分類

を参考として，周期を大別して３区分し，stageA-B1を脱皮後期，ｓｔａｇｅＢ２－Ｃを脱皮間期，
stageDo-DIを脱皮前期とした．実験には1973年３月26日より５月10日の期間，飼育した個体群

より体重１～４９のクルマエビＰｅ"αe“ｊ”o戒ａＪｓを材料として，各期における個体を選んだ．

両眼柄結紫条件に関する実験設定：両眼柄除去がＰＡＳ細胞に与える影響を目的とし，除去手術
による出血を防ぐためにナイロン糸による眼柄基部結梨法を適用した．また両眼柄の同時結梨は，

個体の姥死を招くおそれが大きいため，結紫には２日間をかけて片側ずつ処理した．実験期間は
1973年４月１１日より３０日までの２０日間とした．

無給餌条件に関する実験設定：無給餌飼育がＰＡＳ細胞に与える影響を目的とし，実験には給餌

区（対照）と無給餌区を設け，期間をおいて繰返し実験を実施した．第１回目は体重２～５９の材
料を用い，1973年５月３日より２２日まで２０日間飼育し，途中１０日目に無給餌区の半数個体を標
本固定した．第２回目は体重５～８９の材料を用い，1973年８月２４日より９月１２日まで２０日間
飼育した．

上記飼育に関する装置は先報2s)と同様である．また給餌にはアサリＴ”“叩．を与えた．飼育水
温は無給餌条件第２回目実験が２６．０±1.0°Ｃ，他の各実験では２３．０±1.5°Ｃである．

飼育実験終予ののち，各実験区に関して組織標本を作成した．対象部位は食道上神経節とし，両
眼柄結紫区に関しては生殖巣を加えた．前者の腹面後部に分布するＰＡＳ細胞のＰＡＳ陽性物質に
関して計量をおこなった．標本作成および計量法は先の報告28）と同様である．

結 果

脱皮周期各区の測定値：脱皮周期を前期，後期および間期に分け，各期５検体に関してＰＡＳ陽
性物質を計量した．測定値をＴａｂｌｅｌに示す．各期の測定値の間に著しい差異は認められない．
なお脱皮周期上の位置を決定する基準とした各期の殻組織（鯛蓋後縁部）の断面をFig.１に示し

た．脱皮前期は次期脱皮の準備期で，殻組織には旧殻に加えて新殻が真皮層に分泌され，前者は真

Table１．．ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅｑｕａｎｔｉｔｙｏｆｔｈｅＰAS-

positivegmnulesinthePAS-cellsonthe
differentmoltingstages．

弓而胃一ｌＰｒ…'ｔｌＰｏｓｔ－ｍｏ１ｔｌＩｎｔｅｒ－ｍｏ１ｔ
１ 1.4 1.3 0.8

協 1.0 0.8 2.4

３ 0.7 0.7 1.1

４ 0.6 2.3 1.4

局 1.9 1.2 1.0

Ｔｏｔａｌ 5.6 6.3 6.7

Ａｖｅｒａｇｅ 1.1 1.3 1.3
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皮層より遊離する．真皮層と結合組織層は肥厚して，代謝の活動状態が推察される．Ｆｉｇ．１に示さ

れた前期の様相は次期脱皮時期に近接したもので，ｓｔａｇｅＤ２－Ｄ４に相当するものと考えられる．脱

皮後期は脱皮直後の，殻に未だ柔軟性の残る時期で．真皮層の丈は間期の状態に戻る．脱皮間期は

後期に続く，次期脱皮準備期に入るまでの，殻の硬い時期である．
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Ｆｉｇ．２．Ｏｖａｒｙａｄｈｅｒｅｄｔｏｔｈｅ

ｏｏｇｏｎｌａａｒｅｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎ
ｔｈｅｃｏｎｔｒｏｌｉｉｘｅｄｏｎｔｈｅ

ｐｅｒｉｏｄ．

ｗａｌｌｏｆｔｈｅｓｔｏｍａｃｈ，Ｔｈｅ

ｔｈｅｏｖａｒｙ・Ｔｈｅｓａｍｐｌｅｗａｓ

ｌｓｔｄａｙｏｆｔｈｅｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ

Ｆｉｇ．３．Oocytesintheperi-nucleolusandtheearlyyolk
granulesstages･Ｔｈｅｓａｍｐｌｅｗａｓｔｈｅｌｉｇａｔｅｄｉｉｘｅｄｏｎ
ｔｈｅ２０ｔｈｄａｙｏｆｏｆｔｈｅｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌｐｅｒｉｏｄ．

両眼柄結染区の測定値：両眼柄結紫個体の姥死率は高く，結染後２０日間に１５匹中１０匹が死亡し

た．結紫および対照両区に関する測定結果をＴａｂｌｅ２に示す．両者の測定値に著しい差は認めら

れない．しかし，傾向として結紫区は対照区より高い値を示すと言える．実験１日目の対照区およ

び２０日目の結禁区の早個体における卵巣組織を各々Fig.２，Ｆｉｇ．３に示す．結紫区卵巣は著しく

発達を促進され，周辺仁期，初期卵黄頼粒期等の卵細胞によって多くを占められるが，対照区の卵

巣は実験開始時の状態と大差なく未発達のままであった．

無給餌区の測定値：第１回目の測定結果をＴａｂｌｅ３に，第２回目の測定結果をＴａｂｌｅ４に示

す．前者に関しては，対照区と比較して両無給餌区の値に高い傾向が認められる．特に対照区と無
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、

Table３．Ｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｎｏｆｏｏｄｅｆｆｅｃｔｏｎthe

quantityofthePAS-positivegranulesinthe

PAS-cells・Ａｂｂｒｅｖ.，Ｎ１０：１０ｄａｙｓｗｉｔｈｎｏ
ｆｏｏｄＮ２０：２０ｄａｙｓｗｉｔｈｎｏｆｏｏｄ

弓而ｒ－ｌＮ１０１Ｎ２０ Control

7.4

考 察

脱皮周期の各期の間には，代謝上，重要な生理的変動が存在すると推察されるにもかかわらず，

各期のＰＡＳ陽性物質量を比較しても明瞭な差異が認められない．これよりｐＡＳ細胞の生理的機

能は脱皮周期上の生理的変動と関連性がないか，或いは僅少なものと考えられる．

両眼柄を結紫除去された個体と正常個体とのＰＡＳ陽性物質量には明瞭な差異が認められない．

これよりＰＡＳ細胞と眼柄内神経分泌系との生理的関連性は薄いと考えられる．一方，両眼柄除去

により卵巣の発達が著しく促進されたことはBROWN等8)9)，PANOUSE10)11)，TAKEWAXI等21)，

ADIYODI等26）の他の十脚目における実験結果と一致し，それは眼柄内に卵巣発達を抑制する生理

的機構が存在する可能性を支持するものと言える．

無給餌条件の２回の実験結果より，ＰＡＳ陽性物質は個体が無給餌状態におかれると量的増加を
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示す傾向があり，特に早個体において明瞭である．これにより，栄養条件が悪化するとクルマエビ

は生理的影響を受け，直接的或いは間接的にＰＡＳ細胞が刺戟を受けることが推察される．しか

し，その影響の度合が早個体と８個体とで異なる点に関しては不明である．

要 約

１．クルマエビの食道上神経節の腹面後部に所在するＰＡＳ細胞に関して，脱皮周期，両眼柄除

去条件および無給餌条件との生理的関連性の有無を，組織標本上のＰＡＳ陽性物質を複写計量する

ことにより調べた．

２．脱皮周期を前期，後期および間期に分け各期における測定値を比較したが，各期の間には明

瞭な差を認めえず，よってＰＡＳ細胞は脱皮周期上の生理的変動とは関連性がないか或いは少ない

ものと考えられる．

３．両眼柄の結紫除去によりＰＡＳ陽性物質の測定値に明瞭な差を認めえず，よってＰＡＳ細胞

は眼柄内神経分泌系とは関連性が薄いと考えられる．また両眼柄除去により卵巣が著しく発達を促

進された．これより眼柄内には卵巣発達を抑制する生理的機構が存在する可能性が支持される．

４．無給餌条件によりＰＡＳ陽性物質には測定値の増加的傾向が明瞭に認められる．特に早個体

において著しい．これよりＰＡＳ細胞は体内の栄養状態と直接的或いは間接的に関連するものと推

察される．
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